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令和５年度第２回岩手県職業能力開発審議会会議録 
 

１ 開催日時 

令和６年２月１３日（火）１４：００～１５：３０ 

 

２ 開催場所 

岩手県水産会館５階 大会議室 

 

３ 議題 

（１）報告 

  ア 県立職業能力開発施設における就職内定状況、募集計画及び入校者数 

    の推移について 

  イ 岩手県卓越技能者表彰、技能五輪全国大会、全国障害者技能大会につ 

    いて 

（２）協議・意見交換 

  ア デジタルリスキング推進事業について 

  イ 今後の県立職業能力開発施設のあり方について 

 

４ その他 

 

５ 会議に出席した委員 

  【委 員】 

伊藤 智恵子  職業訓練法人釜石職業訓練協会事務局長 

岡田  寛史  公立大学法人岩手県立大学総合政策学部教授 

西村  文仁  国立大学法人岩手大学理工学部教授 

工藤  昌代  株式会社ホップス代表取締役 

田鎖  健一  株式会社エフビー代表取締役社長 

引地  千恵  有限会社開運興業代表取締役 

吉田 ひさ子  有限会社いわてにっかコミュニティ企画代表取締役 

小林   斉  電機連合岩手地域協議会事務局長 

佐々木 正人  日本労働組合総連合会岩手県連合会副事務局長 

佐藤  茂生  岩手県東北電力関連産業労働組合総連合会長 

 

  【特別委員】 

澁谷  広記  岩手労働局職業安定部長 

多田  拓章  岩手県教育委員会事務局学校教育室首席指導主事兼産業 

・復興教育課長 

 

６ 欠席した委員 

  【委 員】 

齊藤 眞理子  学校法人スコーレ盛岡スコーレ高等学校校長 

瀬戸  和彦  岩手県高等学校長協会工業部会長 

千葉  智充  株式会社千葉建設代表取締役社長 

菅原 寿美子  岩手県社会福祉事業団職員労働組合特別執行委員 

豊嶋  昌勝  全日本自動車産業労働組合総連合会岩手地方協議会議長 
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  【特別委員】 

   なし 

 

７ 事務局出席者 

高橋  孝政  商工労働観光部 副部長兼商工企画室長 

三河  孝司  定住推進・雇用労働室 室長 

菅原  俊樹      〃      労働課長 

金今  邦仁      〃      特命課長 

飯坂   覚      〃      主任主査 

佐々木 克幸      〃      主査 

小野寺 絵里      〃      主任 

上野  桃花      〃      主事 
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岩手県職業能力開発審議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       日時 令和６年２月１３日（火）午後２時 

       場所 岩手県水産会館 ５階 大会議室 
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１ 開  会 

 

〇菅原定住推進・雇用労働室労働課長 ただいまから岩手県職業能力開発審議会を

開会いたします。 

   ただいま本日御出席いただいている委員数ですが、委員総数 15 名中、現在

のところ 10 名ということでございます。今１名の方が遅れて参るようです。

半数以上の出席がございますので、岩手県職業能力開発審議会条例第５条第１

項の規定により、会議が成立しておりますことを御報告いたします。 

 

２ あいさつ 

 

〇菅原定住推進・雇用労働室労働課長 それでは初めに、高橋商工労働観光部副部

長から御挨拶申し上げます。 

〇高橋商工労働観光部副部長兼商工企画室長 皆さん、こんにちは。副部長の高橋

でございます。委員の皆様には、日頃から大変お世話になっておりまして、本

日は御多用のところ、本審議会に御出席を賜りまして厚く御礼申し上げます。 

   開催に当たりまして、今般、令和６年能登半島地震で犠牲になられた方々に

心からお悔やみ申し上げますとともに、被害に遭われました皆様にお見舞い申

し上げます。一日も早い復興を願っているところでございます。 

   委員の皆様におかれましては、日頃から本県の職業能力開発の推進に当たり、

お力添えをいただいておりますとともに、本県経済を支えていただいているこ

とを深く感謝申し上げます。 

   県におきましては、岩手の将来像を示すいわて県民計画（2019～2028）の第

２期アクションプランの中で、「ライフスタイルに応じた新しい働き方を通じ

て、一人ひとりの能力を発揮できる環境づくり」を掲げるとともに、第２期岩

手県ふるさと振興総合戦略では、人口減少対策として、社会減ゼロを目標に取

り組んでいるところでございます。 

   これに基づきまして、将来の本県産業を担う人材育成と学生の県内就職を促

進するための取組を進めているところでございまして、産業技術短期大学校を

はじめとした県立職業能力開発施設では、今年度県内事業所への就職率は、現

在 80％超となっております。引き続き企業、団体等との連携を深めながら、

オール岩手で人口減少対策を進めていきたいと考えているところでございま

す。 

   本日の審議会では、県立職業能力開発施設における就職内定状況、入校者数

の推移及び募集計画等を報告させていただくほか、県立職業能力開発施設の現

状や課題等を御説明した上で、県立施設に対する御意見を伺いたいと考えてい

るところでございます。 

   委員の皆様方には、それぞれのお立場から忌憚のない御意見を賜りますとと

もに、今後も本県の職業能力開発の一層の推進のため、引き続きお力添えいた

だきますようお願い申し上げまして、挨拶とさせていただきます。本日は、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

〇菅原定住推進・雇用労働室労働課長 ありがとうございました。 

   申し遅れました。私、商工労働観光部定住推進・雇用労働室の労働課長の菅

原でございます。暫時進行を務めさせていただきます。座って進めさせていた
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だきます。 

   それでは次に、当審議会の特別委員に異動による変更がございましたので、

御紹介いたしたいと存じます。 

   岩手労働局職業安定部長、澁谷広記特別委員でございます。 

〇澁谷広記特別委員 岩手労働局職業安定部長の澁谷と申します。どうぞよろしく

お願いいたします。 

〇菅原定住推進・雇用労働室労働課長 ありがとうございます。 

  それでは続きまして、議事に入ります前に、資料の確認をさせていただきたい

と思います。委員の皆様には、次第、名簿、着席図、あと資料１―１、１―２、

資料２、資料３、資料４、資料５を配付していると思いますが、お手元にござ

いますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 

            〔「はい」の声あり〕 

 

〇菅原定住推進・雇用労働室労働課長 御報告があります。ただいま菅原委員から

欠席という連絡がありましたので、この場で御報告させていただきたいと思い

ます。本日の委員の出席状況は、15 名中 10 名ということで確定させていただ

きたいと思います。 

 

３ 議  事 

  （１）報告 

     ア 県立職業能力開発施設における就職内定状況、募集計画及び入校 

       者数の推移について 

 

〇菅原定住推進・雇用労働室労働課長 それでは次に、議事に入らせていただきま

すが、本審議会は、条例第４条第２項の規定により、会長が議長となって運営

することとなっております。岡田会長、よろしくお願いいたします。 

〇岡田寛史会長 それでは、次第に従いまして議事を進めてまいります。 

   まず、報告のア、県立職業能力開発施設における就職内定状況、募集計画及

び入校者数の推移について事務局から説明をお願いいたします。 

〇佐々木定住推進・雇用労働室主査 定住推進・雇用労働室の佐々木と申します。

座って失礼いたします。 

   では、まず資料１―１、Ａ４横の表となってございます就職内定状況を御覧

願います。令和５年 12 月末現在の産業技術短期大学校、千厩、宮古、二戸の

高等技術専門校、それぞれ就職希望者の内定状況をまとめたものになってござ

います。注目していただきたいのは、真ん中太字の箱で囲んでおります就職率

及びうち県内就職率を御覧願います。一番下、合計のところですが、12 月末

現在ではありますが、94.1％の就職率でございまして、そのうち県内就職率は

91.4％ということで前年よりも県内就職率が高い値となってございます。 

   未定者につきましては、今御覧いただいたところから左に 11 と書いてある

ところ、こちらが 12 月末現在の未定者でございますが、先週時点では、産業

技術短期大学校の産業デザイン科４名を残すのみとなっておりまして、ちょっ

とこの数値よりもさらに就職状況が進んでいるといった状況にございます。 

   右側は、求人の状況でして、各企業様から頂戴している求人票の受理の状況

となってございまして、昨年度に比べると微増しているといったところでござ
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います。 

   就職内定状況については、以上でございます。 

〇上野定住推進・雇用労働室主事 定住推進・雇用労働室の上野と申します。着座

にて御説明させていただきます。 

   次のページ、資料１―２を御覧ください。私からは、県立職業能力開発施設

募集計画及び入校者数の推移について説明していきます。真ん中右寄りの３か

年の平均入校数を御覧ください。産業技術短期大学校本校、水沢校について説

明していきます。本校メカトロニクス技術科におきましては、入校率、３か年

は 93.3％、電子技術科 100％、建築科 111.7％、産業デザイン科 103.3％、情

報技術科 111.7％、産業技術専攻科 36.7％と、本校におきましては、全体で

97.9％となっております。 

   水沢校におきましては、生産技術科において 53.3％、電気技術科 60％、建

築設備科 63.3％、計 58.9％と、水沢校においては６割を切っているところで

すが、全体の産業技術短期大学校においての合計の３か年の平均入校率は

84％となっております。 

   次に、高等技術専門校において、千厩高等技術専門校、自動車システム科に

おいては 71.7％、宮古高等技術専門校、自動車システム科 82.2％、金型技術

科 36.7％の計 64％となっております。二戸高等技術専門校においては、自動

車システム科 48.3％、建築科 51.1％の全体は 49.5％と、こちら５割を切って

いるところでございます。 

   資料にはございませんが、高等技術専門校の全体の合計としては、全体で

59.6％となっております。県全体の合計においては 76.3％となっております。 

   次に、右のほうの募集計画について、令和７年度は令和６年度と同様の人数

となっておりまして、本校におきましては 110 名、水沢校で 60 名で、短大校

全体で 170 名、千厩高等技術専門校 20 名、宮古高等技術専門校 25 名、二戸高

等技術専門校35名、技術専門校計80名、全体の合計250名となっております。 

   私のほうからは以上となります。 

〇岡田寛史会長 どうもありがとうございました。それでは、ただいまの御説明に

対して御質問、御意見はございませんでしょうか。 

   では、佐々木委員お願いします 

〇佐々木正人委員 ありがとうございました。全体的には、まずまずの人数が確保

できているということではありますけれども、それで定員のところではござい

ますけれども、入校している方で女性の割合というのは、どの程度になってい

るか、お聞かせいただければなということでございます。 

〇菅原定住推進・雇用労働室労働課長 割合は、後ほど御報告させていただきたい

のですけれども、令和５年度でお答えさせていただきたいと思います。 

   令和５年度ですと、短大場合、女子は１年生 33 名、２年生 29 名で計 62 名

という状況になってございます。あと職業能力開発校は、３校合わせましてで

すが、１年生１名、あと２年生１名で合計２名というような、現在はそういう

状況になってございます。女子の割合については、後ほど御報告したいと思い

ます。 

〇佐々木正人委員 ありがとうございました。今どこの企業でも女性の方も結構欲

しがっているところもありますし、その中でどの程度の割合かなと思ってお聞

かせいただいたということでございます。後ほどまたよろしくお願いします。 

〇岡田寛史会長 そのほかいかがでしょうか。ほかございますか。 
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   佐藤委員お願いします。 

〇佐藤茂生委員 お疲れさまでございます。労働の佐藤でございます。この表、資

料１―２の表、３か年平均というのは分かるのですけれども、今前段で質問が

あったように単年度の入校率とか、あと男性、女性の人数とか、そっちも分か

れば、より状況的に県内に就職できているのだなとか、そういうのも見えるの

ではないかなと思って、できれば、もし可能であれば、単年度の入校率とかも

分かればありがたいなと思ったところであります。 

〇飯坂定住推進・雇用労働室主任主査 これは３年の平均となっておりまして、昨

年度、特に令和５年度とか、令和４年度、最近の３年度の入校状況について右

欄とかに入校率を示していただきたいという御意見かと承りました。すぐ出せ

る分については、ちょっと今お調べして、この後お答えできるようにしたいと

思いますし、今後の表記、表示の仕方について工夫させていただければと思っ

ております。ありがとうございます。 

〇岡田寛史会長 ほかに御意見ございませんか。よろしいですか。 

 

            〔「なし」の声あり〕 

 

〇岡田寛史会長 それでは、次に進ませていただきます。 

 

     イ 岩手県卓越技能者表彰、技能五輪全国大会、全国障害者技能競技 

       大会について 

 

〇岡田寛史会長 次は、報告のイ、岩手県卓越技能者表彰、技能五輪全国大会、全

国障害者技能競技大会について事務局から説明をお願いいたします。 

〇小野寺定住推進・雇用労働室主任 定住推進・雇用労働室の小野寺と申します。

着座にて失礼いたします。 

   私のほうからは、資料の２、令和５年度岩手県卓越技能者表彰について御説

明いたします。岩手県卓越技能者表彰は、技能尊重気運を醸成し、技能労働者

の地位及び技能水準の向上を図り、本県の産業、経済の発展に寄与することを

目的として、卓越技能者表彰につきましては昭和 51 年度から、青年卓越技能

者表彰につきましては平成８年度から、国際技能大会優秀者表彰につきまして

は平成 29 年度から実施しているものです。 

   県内 33 市町村をはじめ各商工関係団体、認定職業訓練団体などに対しまし

て幅広く推薦を依頼したところ、卓越技能者に８名、青年卓越技能者表彰に

11 名の推薦がありまして、審査の結果、令和５年度の受賞者は、資料の表に

ありますとおり、卓越技能者７名、青年卓越技能者９名となりました。卓越技

能者表彰につきましては、７名のうち女性の受賞者が１名であったほか、候補

者の職種につきましては、なりわいだったりですとか、伝統工芸職種に偏らな

いように情報技術関係など、幅広い職種からも推薦いただきますよう推薦依頼

を出しておりまして、徐々に候補者や受賞者の職種の幅が広がっております。 

   その中で、ソフトウェア開発技術者の職種から初めて受賞者が出ております。

また、青年卓越技能者表彰につきましては、９名のうち女性の受賞者が２名と

なりました。 

   令和５年の表彰式につきましては、昨年の 11 月 13 日にアイーナで開催いた

しました。また、卓越技能者表彰及び青年卓越技能者表彰の受賞者の皆さんの
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作品展示を表彰式の会場の入り口前で実施しました。 

   近年の表彰者数につきましては、御覧のとおりとなっておりまして、卓越技

能者表彰は、累計で 365 名、青年卓越技能者は累計 247 名、技能五輪国際大会、

国際アビリンピックにおいて優秀な成績を収めた国際技能大会優秀者表彰は、

累計で２名となっております。 

   卓越技能者表彰につきましては、以上です。 

〇佐々木定住推進・雇用労働室主査 続きまして、資料３を御覧願います。第 61 回

技能五輪全国大会について報告申し上げます。 

   令和５年 11 月 17 日から 21 日まで、場所は愛知県国際展示場をメイン会場

といたしまして、41 職種、全体では行われた大会でございます。岩手県から

は、16 名の選手予定でおりましたけれども、１名体調不良により欠場した方

がいらっしゃいまして 15 名の出場となりました。結果につきましては、時計

修理職種で銀賞、配管職種、建築大工職種で敢闘賞といったところで３職種、

４名の入賞となってございます。 

   近年の入賞状況におきましては、右側６のところにまとめているところを確

認お願いします。 

   続きまして、１枚めくっていただきまして、資料３の（２）を御覧願います。

第 43 回全国障害者技能競技大会について報告申し上げます｡先ほども御説明

いたしました技能五輪全国大会と同時、同場所開催となってございまして、

25 種目の種目を競技いたしました。岩手県からの出場選手は、５番の出場選

手一覧のとおり、９名の出場がございました。令和３年度に 10 名の選手が参

加したことがあったのですけれども、それに次ぐ９名の参加となりまして、入

賞状況につきましては、３番の喫茶サービス、７番の木工、８番のパソコン操

作で、それぞれ銀賞を受賞しましたし、２番の表計算で銅賞を受賞いたしまし

た。４職種４名の受賞となりまして、金賞こそありませんでしたが、第１回大

会からの記録を確認しましたら、最多入賞４名ということになってございます。 

   以上でございます。 

〇岡田寛史会長 ありがとうございました。それでは、ただいまの説明に関して御

質問、御意見ございましたら、どうぞお願いいたします。 

 

            〔「なし」の声あり〕 

 

〇飯坂定住推進・雇用労働室主任主査 先ほどの情報を整理できましたので、この

場でよろしいでしょうか。 

〇岡田寛史会長 はい、どうぞ。 

〇飯坂定住推進・雇用労働室主任主査 ありがとうございます。 

   まず初めに、佐々木委員から御質問ありました女性の入校状況について御説

明いたします。 

   産業技術短期大全体では 288 名の学生が在籍してまして、先ほど労働課長か

らもお話がありました女性が１、２年生合わせまして 62 名在籍しております。

在籍率は 21.5％となっております。同じく高等技術専門校、千厩、宮古、二

戸校において、全体で 88 名在籍しておりまして、女性がうち２名、女性率が

2.3％、全体といたしましては、産技短、高等技術専門校合わせまして 376 名

在籍しておりまして、うち女性が 64 名、在籍女性の割合が 17％と、令和５年

度はなっております。 
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   続きまして、佐藤委員から御質問ありました学生の充足率について御説明い

たします。少し細かいのですが、産技短の状況から説明いたします。産業短大

については、定員の充足率が令和３、４、５と 89％、87％、88％ということ

で過去３年間について大体 87％程度でシフトしているという状況になってお

ります。直近の高等技術専門校におきましては、令和３年、４年、５年と 53％、

71％、55％という入学状況、定員の充足率状況になっております。産技短に比

べまして技術専門校は低いという現状となっているところが今の状況でござ

います。 

   以上でございます。 

〇岡田寛史会長 早速の御対応ありがとうございました。 

 

  （２）意見交換 

     ア デジタルリスキング推進事業について 

     イ 今後の県立職業能力開発施設のあり方について 

 

〇岡田寛史会長 それでは次に、意見交換に移ります。アのデジタルリスキング推

進事業について、事務局から説明をお願いいたします。 

〇飯坂定住推進・雇用労働室主任主査 定住推進・雇用労働室の飯坂です。着座に

て御説明いたします。 

   私から、デジタルリスキリング推進事業について御説明させていただきます。

資料４を御覧ください。デジタルリスキリング推進事業は、今年度新規事業と

いたしまして、中小企業の経営課題である生産性の向上、業務の効率化などを

実現し、業績の向上やビジネスの創造、革新につなげるために、その核となる

デジタル人材の育成を図り、働く人のキャリアアップの実現、新しい職業、職

種への移行を進めるものとして実施しているものでございます。 

   この背景には、皆さん御存じのとおり、デジタル時代の人材政策に関する検

討会、経済産業省所管の検討会ですが、令和４年に開催されまして、リスキリ

ングの促進、実践的な学びの場の創出、能力、スキルの見える化の三つをデジ

タル人材の育成に必要な取組の方向性として示されているところでございま

す。 

   デジタル社会においては、全ての国民が役割に応じた相応のデジタル知識、

能力を習得する必要があるとされ、若年層は小、中、高の情報教育を通じて一

定レベルの知識を習得する。現役の働いている世代、ビジネスパーソンにおい

ては、学び直し、これをリスキリングと呼んでいます。リスキリングが重要と

の方針の下、内閣府において 2022 年度から５年間で 230 万人のデジタル推進

人材を育成するために関係省庁が連携し、政府を挙げてデジタル人材の育成、

確保を推進するとした方針がございます。これらを背景に置きまして、県とし

てデジタルリスキリング推進事業を実施しているところでございます。 

   受講者からの事前アンケートでは、デジタル化、それからＤＸ化を推進して

いくにあたりまして、費用、予算を確保できない、あるいはデジタル人材やＤ

Ｘ人材が不足している、デジタルやＤＸに関して学ぶ機会がない、ＤＸは必要

だとは分かってはいるのですけれども、何をやればいいのかという疑問、デジ

タル化推進、加速の足がかりを得たいという意見が寄せられていたところでご

ざいます。 

   一方で、所属先のデジタル化、ＤＸの取組というのは不十分あるいはどちら
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といえば不十分というので大体 78％を占めているという事前のアンケート結

果がございました。 

   このアンケートのもと、令和５年度では 750 万円余の予算で、株式会社タナ

ベコンサルティングに業務委託して実施しております。県内で働いている方で

マネジメント業務とか、あるいは人事労務、経理などに携わっている方を中心

に受講していただきました。 

   内容については、２ページ目のところにありまして、ＤＸとか何かをはじめ

として、デジタルツールの使い方、スキルを習得する初級コース、それとＤＸ

を進める上で所属事業所の課題は何か、デジタルツールを所属先に合わせてカ

スタマイズして業務アプリを開発する中級コース、この二つのコースを盛岡会

場ではアイーナやマリオスで、奥州会場では奥州商工会議所やＺホールで実施

したところでございます｡実施日や実施時間は、記載のとおりでございまして、

受講者は盛岡会場で計 16 名、奥州会場で計 17 名の受講でございました。 

   盛岡会場での受講者のアンケート結果からは、業務改善の方向性を決める手

段とその事前準備の仕方を決めるのに役に立った、あるいは自社がどの辺りの

ＤＸを狙うべきか検討するバックデータになったという前向きな意見や、企業

での成功事例などを詳しく知りたいという意見が寄せられたところでござい

ます。 

   奥州会場については、現在報告待ちの状況になっています。 

   現在、１月 30 日から２月 27 日にかけての毎週火曜日、今日この時間も実施

されているところでございますが、追加のオンラインによるスキルアップ講座

が実施されております。こちらは、１回当たり２時間の講座でございまして、

延べ 75 名の方が受講しております。 

   来年度については、今年度の初級、中級とした内容から変えまして、具体の

リスキリングテーマを５つ設定しまして、理解習得するポイントを絞る内容で

実施したいと考えています。 

   特に、今年度実施して分かったことは、従業員がリスキリングをしたいと考

えていましても、それには経営者層の理解が必要不可欠で、業務の都合によっ

てはリスキリングにたどり着かない現状も分かったところでございます。一方

で、従業員にリスキリングを受講させても、その成功例や現在の仕事にどのよ

うに反映されるのかが分かりにくいという声がございました。 

   この課題への対応としまして、経営者層に向けＤＸの成功事例やリスキリン

グによる効果の共有などを図るセミナーの開催を踏まえまして、所属されてい

る従業員へのリスキリングにつなげていく展開を考えております。 

   リスキリングは、働いている方、所属する事業所の従業員スキルアップを通

じて、人材不足や業務効率化などの課題を抱える事業所の持続経営を支援する

ものですので、引き続き尽力したいと考えています。 

   令和６年度の事業実施に当たりまして、関係する団体や業界からのリスキリ

ングに対する御意見、御要望をお聞かせ願えればと思っております。 

   以上、リスキリングについて御説明いたしました。 

〇岡田寛史会長 どうもありがとうございました。まずは、御質問も含めて御意見

等をいただければありがたいと思います。自由にお願いいたします。確認も含

めて・・・・お聞きいただければと思いますが、いかがでしょうか。 

   はい、西村委員。 

〇西村文仁委員 今回実施したコースについて質問なのですけれども、実施方法と
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しては、実技を伴う何か操作しながらやるというような実習も含まれていたの

でしょうか。どうでしたか。 

〇飯坂定住推進・雇用労働室主任主査 実習とかもありますかという御質問でよろ

しいですか。 

〇西村文仁委員 はい。 

〇飯坂定住推進・雇用労働室主任主査 初級コースにおいて、今話題のチャットＧ

ＰＴとか実際実習で使ったのですけれども、特にＡＩとかにおいては、質問の

仕方、プロンプトと専門的には言うと思うのですけれども、そのような質問の

仕方を学習することによってＡＩを有効活用するテクニックであるとか、２時

間、３時間くらい学習すると、かなり使えるようになるという声を聞いていま

すので、そういう実習であるとか、あとは中級コースであれば、Kintone とい

う業務アプリを開発するツールがございまして、こちらのツールを使ったコー

スなどを２日間程度実際に使って自社の業務に当てはめていくという実習を

したところでございます。 

   受講者からは、座学で一方的受け身でやるより、自分で触ってみて、こうい

うツールがあるなというのを持って帰ってもらって、中級コースにおいては、

自社の業務をそこに落とし込んでいって開発していくというところまで踏み

込めますので、実質使った成果については好評と聞いております。 

〇西村文仁委員 ありがとうございます。 

〇岡田寛史会長 そのほかいかがでしょうか。 

   まず、佐々木委員。 

〇佐々木正人委員 大変いいようなと言えば変ですけれども、私もちょっと横文字

は苦手なものですから、この実施に当たって、マリオス、奥州、何かここでや

れば人が集まるのではないかとかという下でこういう形で開催したというこ

となのでしょうか。それともこういうのをやりたいですけれども、どこか会場

を貸していただいてやれるところ、やりますよというところがあればというこ

とでやっているのか、ちょっとそこをお聞かせいただきたいなと思います。 

〇飯坂定住推進・雇用労働室主任主査 ありがとうございます。実は、令和５年度

のリスキリング事業の昨年の予算要求段階において、県内４か所という広域振

興局単位、県央というか盛岡振興局、県南、それと沿岸、県北と４か所で要求

しておったのですけれども、最終的に２か所でやることになりました。その２

か所で盛岡、県南というのを入れ込んだわけなのですけれども、もともとそこ

にデジタル人材を育成するに当たって、デジタルツールを使いたい会社がある

とか、あるいはシステム会社が近いとかということで、盛岡広域というのは非

常に多くのそのような会社がある。もう一つは、県南のほうにもあると、盛岡、

奥州、北上近郊にあるということから２か所設定させていただいたところでご

ざいます。 

   県北でもやらないのですかという話もあったのですけれども、電車とか使っ

て来ることができる、駅から近いところで、そういうふうな立地条件等を踏ま

えまして、今回２か所選定させていただいたところでございます。 

〇佐々木正人委員 ありがとうございます。そういう会社が近くにあれば安心だと

は思いますが、今ネット社会の時代でズームとかいろんな形で講習とか、いろ

んな形でできるとは思っているところでございますので、できればそういった

方々にも、ちょっと若い人にも声をかけて、ズームなりなんなりでもできるよ

うな形で、家で、在宅でもできるような形をつくっていただければ、より人材
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の確保になるのではないかなと思っているところでございます。 

   あと会社のほうが、こういうシステムを組むから今度勉強してきてねという

ことで出していただいている方もいるのだと思いますけれども、そういうのを

含めて時間帯とか、そういった時期とか、そういうものをちゃんとしっかりと

調査をしながら、若い人のこういった勉強の場、学習の場を広げていただけれ

ばありがたいかなと思っております。 

   以上です。 

〇飯坂定住推進・雇用労働室主任主査 ありがとうございます。 

〇岡田寛史会長 それでは、工藤委員お願いします。 

〇工藤昌代委員 このセミナーというか、募集なのですけれども、どんな感じでや

られていたのでしょうか。結構需要もありそうな気がするけれども、でも回数

がこれだと１回 10 時間を、２時間ずつの５回とか、そんな感じなのか分から

ないのですけれども、10 時間やらなければいけないということが、もしかす

るとなかなか参加、いろいろな企業から参加するというのができないかもしれ

なかったのかなと思いながら、でもそういう情報はあったら、きっと出したい

ところも結構あるかもしれないなと思うのですけれども、どんな感じで募集さ

れたのかなというのが一つと。 

   それから、せっかくなので、このＤＸの基礎とか、中級コース、初級コース

の各カリキュラムをどこかで公開している、中まで言わなくとも、こういうこ

とを学ぶことがＤＸの基本なのだみたいなのが分かるような、何かそういうカ

リキュラムが分かるものを開示しているのでしょうか。していなければ、して

いただけると、もしかしたらいいかもしれないなと思いました。 

〇飯坂定住推進・雇用労働室主任主査 ありがとうございます。 

  先ほどの佐々木委員さんの質問にもありましたネットとか情報の展開とかと

いうことで申し上げますと、資料の２ページ目のところに括弧で受講者数のと

ころでオンラインというのがありまして、遠方であるとかの方に関して、ある

いはその日の事情によって受けるのが難しい、対面での受講は難しいという方

に関しては、オンラインでの対応もできるように工夫しております。 

   実際、実は初級コースにおいては、12 時間、８時間、丸一日を１回と半日

１回で２日間ですね。中級コースにおいては、８時間を２日間と４時間を２日

間、合計 24 時間やっています。この時間が非常に長いというか、そういう逆

の意見も寄せられたところでございます。 

   一方、追加で開催している、今日もやっているオンラインのコースですけれ

ども、２時間の内容のコースを展開しまして、これを５回、各回異なるテーマ

でやっています｡そちらについては、今現在 75 名の応募があって、１回 15 名

ぐらいの応募で聴講があるという形になっています。今日はＢＩツールといっ

て業務分析を見える化する、マイクロソフトＢＩを使ってとか、数値化、見え

る化して業務展開の資料にしていこうというのをやっていて、そういうのもオ

ンラインで体験しながらできると、一方的に聞くだけではなくて体験しながら

できるというのが魅力のあるところでございます。 

   工藤委員からありました募集の仕方に関しては、最初デジタルリスキリング

なので、デジタルで展開しようということでホームページであるとか、あるい

はＰＲＴＩＭＥＳであるとか、いわゆるデジタルツールとかＳＮＳとか使って

展開していったのですけれども、やはりそれがなかなかデジタルだけでは、こ

ういうのがあるのだという情報が伝わりにくい部分があって、商工会議所様の
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チラシに一緒に同封させてもらったりとか、あるいはフリーペーパーのような

形のものに広告を打ったりとか、奥州市では、Ｏｈ！Ｓｈｕｎという雑誌とい

うか、フリーペーパー、そういうところに記載したりとか、最終的にはちょっ

とデジタルでやろうと思いながらアナログな部分も入れていって、両方で車輪

を回しながら展開していったところでございます。 

   あとＤＸの基礎カリキュラムについて、こういう内容でやりますということ

は、あらかじめ告知はさせてもらっているのですけれども、その内容がちょっ

と分かりにくいという感じでという御意見がありまして、やっぱりそのテーマ

ごとに、今回のテーマは何を目的として、どういうところに収束するのかとい

うところまで落とし込んでいかないと、これを受けたいなと思うようなところ

までいかないというのが分かりまして、具体のテーマで、どういうスキルをど

う身につけていくかというのでお示しする必要はあったなと認識したところ

でございます。工藤委員のおっしゃるとおりでして、ぜひ参考にさせていただ

きたいと思います。ありがとうございます。 

〇岡田寛史会長 そのほかいかがでしょうか。 

   田鎖委員お願いします。 

〇田鎖健一委員 いつも大変お世話になっております。幾つかあるので分かる範囲

で教えて下さい。今回のリスキリング初級と中級を受けられた方は、何かしら

の国家資格または県が認証したような資格等を得られるのでしょうか。 

〇飯坂定住推進・雇用労働室主任主査 今回受けるに当たって、資格とかは設けて

いません。いわゆるこれを受ければこういう資格が取れるとか、その対策とか

ということでよろしいでしょうか。 

〇田鎖健一委員 ええ。 

〇飯坂定住推進・雇用労働室主任主査 そういうものはなくて、あくまでも使い方

から仕事まで落とし込んでいく、業務を持ってきてもらって開発していくとい

う形です。 

〇田鎖健一委員 とした場合、これを受けられた方というのは、履歴書にも特段記

載する内容がないということでしょうか。 

〇飯坂定住推進・雇用労働室主任主査 そうですね、はい。 

〇田鎖健一委員 そうした場合、これを受けられた数十名の方々が会社に戻られた

ときに、その人の頭の中にしかないので、何ができるというのも分からないで

すし、できるようになったことに対して賃金を支払うということも多分できな

いのだろうなというふうに思います。 

   あと資料の４ページの人材像のところの若年層のところも書かれてあるの

ですが、この子たちも何を教わって何ができる、だからこのくらいの給料だと

いうところも考えていかないと、すごい能力、すごいパソコンのスキルがある

のだけれども、給料が低いと。これだと使う側はいいのですが、やる側の本人

が面白くないだろうなというところがありますので、ものづくりではないとは

思うので、難しい面もあるとは思うのですけれども、ＩＴパスポートというも

のもあるみたいなので、ぜひそういうお金に結びつく仕組みというか、策も考

えられたほうがよろしいのではないかなというふうに思いましたので、検討の

ほどよろしくお願いいたします。 

   以上です。 

〇飯坂定住推進・雇用労働室主任主査 今、田鎖委員からありました資格取得、こ

のような講座を受けましたと履歴書に書けるような内容であればということ
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でした。ありがとうございます。他県とかの例を見ますと、これによって資格

が取れるかどうか、ちょっとまた別問題で、これを受けるためのトリガーにな

るという県もございまして、そこから資格取得につなげていくという事例もご

ざいました。 

   我々としましても、せっかくいただいた時間を使うわけですから、できれば

そうですね、ＩＴパスポートにつながるとか、場合によっては、基本情報処理

技術者やセキュリティマネジメントとか、いろいろ会社のほうに直接業務につ

ながる部分とかもありますので、ぜひ今後検討の上で事業展開していくように

していきます。ご意見ありがとうございます。 

〇岡田寛史会長 そのほかいかがでしょうか。 

〇小林 斉委員 電機連合の小林です。こういったデジタルリスキングという業務

の方向性というか、私ども電機連合の事業に関わる内容ということで、ぜひ皆

さん進めていただきたいなという思いであります。 

   今回受講された方が数十名おりますけれども、この方たちの勤め先の業種と

いうか、大小というわけではないですけれども、結構大きい会社というのは、

会社の中でｅラーニング的な教育を受けられているものだと思うのですけれ

ども、この方たちの業種ですね、ちょっと分かったら教えていただきたいなと

思います。 

〇飯坂定住推進・雇用労働室主任主査 会社名は申し上げられないのですけれども、

今回盛岡会場のデータが手持ちでございます。盛岡会場を受講された方々のう

ち 35％がマネジメント業務、同じく 35％が人事労務をやっていますという方

がいらっしゃいました。その次に多かったのが経理、総務のホワイトカラーの

方々がいらっしゃったということでございます。 

   逆に言うと、現場サイドと言ったらいいでしょうか、直接製造に携わってい

るとか、そういう方々の受講がなかったというのが特徴的な部分｡やっぱりＤ

Ｘを進めているというのが総務サイドというか、経営の労務管理を行うといい

ますか、そういうふうな部分での受講をされる方が多かったかなというふうに

認識しております。 

   あとおおよその従業員規模なのですけれども、一番ボリュームゾーンで多か

ったのが 10 名から 30 名程度で３割くらいのところでございます。続いて多か

ったのが 50 名から 100 名程度で 14％ということで、まさに中小企業の方々が

多く受講されているというふうに認識しております。 

〇小林 斉委員 ありがとうございます。マネジメント職の層だとか、人事、経理

層という、ちょっと何か想像しなかったような方々が受講されたと。ありがと

うございました。 

〇岡田寛史会長 そのほかいかがですか。 

   では私からひとつ、お話しさせていただきたいと思いますけれども、先ほど

反省の弁で、これからは経営者向けのセミナーを考えているというお話があり

ましたが、私は、基本的に賛成です。やっぱり経営者がＤＸ化を納得していな

かったら絶対推進できませんし、そこに従業員を派遣することもない、という

のが基本です。まず経営者を取り込まなければいけないと思うのですけれども、

もう一つ私は経営者プラス現場をよく知る技術担当者を一緒にセットにして、

それを対象にしたセミナーをする必要があるのではないか。何が言いたいかと

いうと、どうやってデジタル化をするか、そのプロセスを勉強する。いきなり

デジタル技術そのものを教えるのではなくて、デジタル化するためにはどうい
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う段階を経てやらなければいけないか、ということをやらないと駄目なのでは

ないかなと思います。 

   つまり何が言いたいかというと、ＡＩでもそうですけれども、あらゆる技術

を含めて、その技術だけをやみくもに導入したって生産性なんか絶対上がらな

いわけですよね。大事なことは、自社の企業のビジネスプロセスをどう分析す

るかということと、そこで働いている人、労働者の労働内容、職務分析をしな

いと、一体どこをデジタル化して、どこを人間がやるかということをきちんと

把握できないと進められないのです。そういうことをまずやらせなければいけ

ないと思うので、そういうことがやっぱり必要で、それをやるとうまくいきま

すよみたいなこと、学べるような、その段階がまず必要なのではないかなと思

っています、経営者の｡ 

   そうやった上で、ちゃんと会社の中でデジタル化を推進する部分を明確にし

てもらって、そこに焦点を当ててやってもらえればすごくいいと思いますし、

それを進める中でデジタル化も自社でやるのか、あるいは他社に任せるのかと

いう、そういうマネジメントもできるかと思いますので、まず大事なことは職

務分析だと思います。自社にとってデジタル化が必要かどうかということをき

ちんと判断する、判断できる経営者層にきちんと訴えかけなければいけないの

ではないかなということを私は考えています。いかがでしょうか。そこからか

なという感じがしているのですけれども、ちょっと時間がかかりますけれども。 

〇飯坂定住推進・雇用労働室主任主査 ありがとうございます。岡田会長がおっし

ゃるように、直接事業所様のほうに、経営者の方に会って話を聞いたわけでは

なくて、商工会議所の窓口であるとか、中小企業団体中央会様のほうから聞い

たりすると、そういう声が聞こえてくるということを認識しました。 

   今回、実際に来た方の声を聞いてみると、休んで来ましたという方もいらっ

しゃって、何か理由ありましたかというと、会社に言っても了解を得られない

とか、そのような声もあって、休んできたと。そこら辺、本当は行きたいし、

受けたいと思っているのでしょうけれども、やっぱり目の前の業務で忙殺され

て、行けないと。実は申込者はもう少し多くて、その場でキャンセルされてい

る方もいらっしゃいます。岡田会長がおっしゃるように事業所の理解というの

は必要だなと。理解してもらうためには、こういうことを受けるとこういうメ

リットがある。先ほど田鎖委員から、資格を取得して会社のほうにフィードバ

ックできるとか、自分のために、資格を取るけれども会社のためにフィードバ

ックできる、そういう目に見える部分がないと、なかなか進んでいかないとい

うのも感じたところでございまして、ぜひそういう部分を来年または再来年に

つなげていけるように見直ししていきたいと思っております。ありがとうござ

います。 

〇岡田寛史会長 そのほか何かございますか。よろしいですか。 

 

            〔「なし」の声あり〕 

 

〇岡田寛史会長 それでは、次の意見交換に入りたいと思います。 

   次は、イの今後の県立職業能力開発施設の在り方について事務局から説明を

お願いいたします。 

〇金今定住推進・雇用労働室特命課長 定住推進・雇用労働室の金今と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。着座にて御説明をさせていただきます。 
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   今後の職業能力開発施設の在り方についてということで、資料５になります。

１、２とありますけれども、まず県立職業能力開発施設とはということで、職

業能力開発促進法に基づいて労働者が体系的に職業に必要な技能とかを習得

するための施設として職業能力開発施設とか、短大というのを設置するという

もので、うち県立の施設は、５か所を設置しており千厩、宮古、二戸の３校が

普通職業訓練、矢巾と水沢に高度職業訓練の計５施設を配置しています。それ

ぞれ新規の学卒者訓練で、在職者を対象とした施設内訓練、離職者、障がい者

を対象とした外部委託の訓練をそれぞれ実施しているという状況になってお

ります。 

   ２のところにあります施設の状況でございますけれども、記載のとおりでご

ざいまして、一番新しくても本校の本館が平成８年度となっております。一番

古い千厩校で昭和40年度ということで築55年以上たっている状況になってお

ります。 

   ３番のところに参りまして、県立職業能力開発施設の再編整備計画策定に係

る令和５年度、今年度の取組状況についてでありますけれども、職業能力開発

施設のあり方検討ワーキンググループというのを３回開催し、現状や課題を整

理、職業能力開発施設の再編整備計画策定準備委員会を１回開催し、社会情勢

の変化などの課題の整理を行っております。 

   それらの中で、４番の職業能力開発施設を取り巻く環境の変化となります。

１つ目といたしましては、昨年度から話が出ている、全国的な人口の減少とか

少子化に伴いまして、高校卒業生が減少していますということと、大学の進学

に伴いまして入校生がどんどん減ってきているという状況、定員がどんどん未

充足の状況が出てきている。 

   ２つ目は、県内のものづくり産業の集積とか技術の高度化、多様化でござい

ます。特に県南地域には自動車とか半導体の集積が今進んでいる状況にござい

まして、そういったところで高機能な機器が導入されたことによる高度化とか、

他分野との連携の多様化とかというのが進んできているような状況になって

いるというのが現状としてございます。 

   ３つ目が、社会全体のＤＸの加速化による産業構造の変化とか、ＩＴの技術

者の養成でございまして、人手不足などに伴いまして、社会全体がデジタル化

による効率化などを進めるような状況になっておりまして、産業構造の変化が

進んでおります。生産性の向上とか、付加価値向上を担う高度な技術とか技能

を持ったような人材の育成が今求められているのではないかと考えておりま

す。 

   ４つ目が、県北地域の高度技術専門校の機能や体制を強化して、ものづくり

などの岩手県の産業を担う人材の育成確保ということでございまして、現在県

北地域に二戸の高等技術専門校がございますけれども、機能や体制を強化して、

例えば産技短を県北に設置するとか、ものづくりなどの岩手県の産業を担う人

材の育成確保をすることができないのかというところを検討しているところ

でございます。 

   今後の対応につきましてでございますけれども、産業技術短期大学校だけで

はなくて、最終的には技術専門校を含めた本校全体で能力開発施設の在り方と

いうものを検討しなければならないということでございまして、再編整備計画

を策定する中で企業の皆さんとか、地元の皆さんとかの意見を今後聞きながら

進めていきたいというものでございます。 
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   このような状況でございますので、今後県立の職業能力開発施設に求めてい

る、いわゆるカリキュラムだとか、人材だとか、皆さんで必要な資格だとか、

そういったものがあるのであれば、我々これから検討する上で参考にさせてい

ただきたいということで意見交換の議題としてさせていただいたところでご

ざいます。 

   以上でございます。 

〇岡田寛史会長 どうもありがとうございました。これからこれに対して御質問、

御意見をいただくわけですけれども、いろいろ取り組んでいらっしゃるという

ことですので、まず現況の確認だとか、あるいは今進めていらっしゃる計画策

定準備委員会の検討に助けとなるような何か視点とかがございましたら、ぜひ

皆様から忌憚のない御意見をいただければと思います。どうぞよろしくお願い

いたします。 

   工藤委員お願いします。 

〇工藤昌代委員 多分資料１で説明していただいた入学者の数だったりとか、そう

いうところにも関連してくるのではないかなと思うのですが、特に千厩、宮古、

二戸の自動車システム科というところもそのとおりなのですけれども、金型と

か、建築科とか、実際就職されている方は、その方向のところに就職されてい

るんですか、前も何かそんな質問がもしかしたらあったかもしれませんが。 

〇金今定住推進・雇用労働室特命課長 基本的に資格を取ったところに就職するの

がほとんどになっています。 

〇工藤昌代委員 何か金型技術科とか、工業クラブとかでもちょうど何かその話題

になったことが１回あって、結構需要というか、なってほしい職種、大事な職

種だけれども、なかなか進学する人いないのだよねと、そっちのほうに進む子

たちが少ないのだよねという話題があったような気がするのですけれども、何

となく。多分こういうことを学べるよということの存在としては、きっとあり

なのだろうと思いつつ、そういう人材をどうやって増やしていくかというのは、

結構課題なのかなと思って、具体的にこうだというちょっと意見まではいかな

いのですけれども、なかなか厳しいだろうなというのを推察させていただきま

した。 

〇金今定住推進・雇用労働室特命課長 ありがとうございます。確かに入る学生が

少ないが、育てた学生を受け入れてくれる企業さんが恒常的にいていただいて

います。我々の施設が育成した学生を恒常的にずっと引き受けてくれる企業さ

んと学生がリンクしない現状が出てきているというところでございますので、

今後引き続き検討させていただきたいと思います。 

〇岡田寛史会長 そのほかいかがですか。 

   佐々木委員。 

〇佐々木正人委員 それでは、３番目のところにありますけれども、職業能力開発

施設あり方検討ワーキンググループを３回開催したと。あと職業能力開発の再

編整備計画策定準備委員会を１回開催したということで、これらが課題等の整

理を行ったというのがメインになっているようでございますけれども、その中

で分類した中で大きく課題の整理を行ったので、一番ここが重要なところがあ

りますというのが分かれば教えていただければありがたいかなということで

ございます。 

   ここでこれに対しての意見交換をと言われても、どういうふうに本当に進ん

でいるのか、どういう課題が見つかって、どういうふうに進めようとしている
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のかというのがちょっと私、資料をもらったかどうかちょっと分からない、ど

ういったところに目を通したかもちょっと忘れてしまったので、その辺ちょっ

とお教えいただきながら、今、このように進んでいますというのをお教えいた

だければということでございます。 

〇金今定住推進・雇用労働室特命課長 ありがとうございます。会議の中で、今ま

とめてこういう課題があるというのは出てきているのですけれども、集まった

中で一番よく言われているのは、企業さんのニーズはどこにあるのかというと

ころが最終的にあって、育成した子供たちを引き受けてくれる会社さんの今の

動きというのをきちんと把握しないと、見直しがなかなかできないのではない

かという話が出ています。一番大きなところはそこかなと思います。 

   あとは、ここにもあるのですけれども、地元の御意見も聞きながら進めるこ

とです。 

〇佐々木正人委員 ありがとうございます。恐らく今までの流れを持ってやってき

ている企業もあって、これからデジタル化、いろんな形でどんどん時代が速く

流れ始めてきているということで、おそらくさっきのところに当たるのではな

いかなと思うのですが、先ほどのデジタル研修、経営者の方もやはり研修して

いったほうがいいのではないかということが、そこに当たるのではないかなと

は思っているところです。それによって、企業としてこれからどういうふうに

方向性を取っていくのかというのを決めるのだなということだと思うので、そ

ういった意見もしっかりと企業から受け入れ、話を聞きながら、そういったも

のが今後必要だというのがニーズを的確に把握していくということで、これか

ら人材がだんだん少なくなってきているので、その方々をどう研修なり、県内

の企業に就職させていけるのかなというのがそこで大体決まってくるのでは

ないかなと思いますので、その辺ひとつ御配慮をいただきながら。 

   もう一つは、こことまたちょっと話は違うのですけれども、ＧＸが今進み始

めてきているということで、これからの流れはまた今度はＧＸというふうな流

れが出てきているわけでありますので、県としてもまたこれからＧＸの関係に

ついては進めるのだと思うのですが、そちらのほうも先を見越した中では進め

ていったほうがいいのではないかな。先ほども言ったとおり、時代の流れが速

いということもありますので、これからもやっぱりカーボンニュートラルに向

けた企業の取組というのがかなり進み始めてきているので、それも含めればや

っぱりＧＸ関係、カーボンニュートラルに向けたそういったものもしっかりと

取り組んでいけるようにしていただければと思います。 

   以上です。 

〇金今定住推進・雇用労働室特命課長 ありがとうございました。 

〇岡田寛史会長 西村委員、どうぞ。 

〇西村文仁委員 入校者数にも関係はするのですけれども、就職とも関係するので

すけれども、例えば千厩なり、宮古なり、自動車システム科というところでは、

何らかの資格を取れると思うのです。資格を生かして整備士なりなんなり、そ

ういったところに勤めると思うのですけれども、そういう整備を扱っている会

社では人材不足ですから、ここを出なくても、高卒から採りますよといって、

自社で教育しますよというところも増えつつあるのではないのかなという気

もするのですけれども、そういう中で、ここに入ったことによって生徒のメリ

ットなり、会社のメリットなりがどこにあるのか、その辺がちょっと難しくな

っているのではないかなという気がするのですけれども、その辺はどういう感
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じでしょうか、ちょっと質問です。 

〇金今定住推進・雇用労働室特命課長 ありがとうございます。実際そういう話、

今おっしゃったような状況が発生していて、それを踏まえてどうしたらいいの

かというところを今検討しております。今までは、人材不足というよりは、資

格を取らせてあげて、就職のプラスになるようにということを、我々の施設は

やっていた、今は人手不足になってしまったので、おっしゃっるとおり、直接

雇用されて育てていくという流れが今出始めているという状況が出ているの

で、我々も施設として何を養成してあげたらいいのかという話がありまして、

そこを企業さんの考え方というのを聞きながら変えていかなければいけない

なということでお伺いしております。 

〇西村文仁委員 ありがとうございます。 

〇菅原定住推進・雇用労働室労働課長 あと若干補足ですけれども、自動車科のほ

うですと、実際採用した上で学校に通わせているとか、そういう方もあります

ので、一応補足させていただきます。 

〇岡田寛史会長 そのほか何かございませんでしょうか。 

   では、佐藤委員。 

〇佐藤茂生委員 佐藤です。この施設の在り方というのは、前もこの会の中で全国

の施設の在り方、状況とか、県内の状況、今日もお示しいただいたとおりで、

建築年などの状況などという話もあって、企業さんのニーズが訓練する場所の

設備なりなんなりというのが今のものになってきているのかとか、追いついて

いるとか追いついていないとかという話もあったような記憶がしていたので

す。 

   それで、この資料５の４ポツの環境の変化というところで、どんどん人口減

少が進んできている中での、今既存である５つの施設がそのまま続けられるの

かどうかという話があったような記憶があるのですけれども、その企業のニー

ズという部分に応えられるような施設でないと、多分この先というのが難しく

なってくるのではないかなというのを今回改めてちょっとお聞きしながら思

ったところでありまして、予算の御都合もあるからなかなか難しいかもしれな

いのですけれども、その資料４のようなデジタル化に向けた部分と、ここにあ

る手に職を持つような仕事とうまくかみ合わせるような部分も持ち合わせし

ながら県内に人が根づくようなものをつくれる仕組みをぜひ広く企業の皆さ

んから取り入れるような仕組みを引き続き頑張っていただきたいなと思うと

ころでありました。 

   非常に苦しいタイミングにある時期なのかなと思うのですけれども、私たち

も知恵を出し合いながら県内の職業能力開発に少しずつ頑張っていきたいな

と自分も思ったところであります。 

   ちょっと意見みたいになってしまって大変申し訳なかったのですけれども、

感想みたいになって申し訳ないのですが、そんなふうに思ったところでありま

した。 

〇金今定住推進・雇用労働室特命課長 ありがとうございます。引き続きその点も

含めて頑張っていきたいと思っています。 

〇岡田寛史会長 そのほかいかがでしょうか。 

   私から質問を１つお願いしたいのですけれども、恐らく今後の在り方につい

て取り組んでいるところは本県だけではなくて、他県もやっていらっしゃると

思いますし、恐らく他県の状況も検討委員会で検討されているのではないかな
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と思うのですけれども、例えばどんな例があって、特徴的な例みたいなのがあ

ったら、紹介してもらえたらありがたいと思います。。 

〇金今定住推進・雇用労働室特命課長 ありがとうございます。最近では宮城県が

全部一つに集約した状況になっています。山形県は短期大学から大学に編入で

きる仕組みをつくったものもありますし、茨城県とか福島県ですと、名前をテ

クノスクールのように名称を変えて、技術専門校ではない別な名前で、通称名

として使ってやっているなどがございます。 

〇岡田寛史会長 ありがとうございました。 

   そのほか皆様からいかがでしょうか。 

   工藤委員お願いします。 

〇工藤昌代委員 何かすごく気になるのが、例えば二戸の建築科だと入る人数が少

ないけれども、盛岡だと建築科はそれなりの人数が来て、予定どおりの人が入

っているという状況で、先ほどおっしゃったみたいに、岩手県広いから１か所

にまとめることが本当にいいのかどうか、やっぱり検討を重ねないといけない

かもしれないのですけれども、例えばこういう金型でも求人が増えてきている

ということを鑑みると、盛岡でももしかしたらそういう科ができると、また盛

岡に集約することによって、もっとそれを学ぼうと思う人数が増えるとか、そ

ういうこともあるかもしれないなというのはちょっと思いました。 

   多分何か求人が増えたのは、求める企業が増えたという単純なことだけでは

なくて、景気的なものだったりとか、世の中の需要というものがそういうとこ

ろだとは思うのですけれども、宮古だと、今入っている人たちが地元の人が中

心になっているのか、それとも他の地域から行ってでも学ぼうと思っているの

かというところもちょっと考えないと、逆に人数が、高校生が少なくなってい

る、全体的に少なくなっている中で、適切な場所、適切なという言い方はちょ

っとおかしいですね、何かどういうふうなカリキュラムを持った学校をそこに

配置することが本当にいいのかというのをちょっと考える必要があるかもし

れないなというのを何となく数字を見て思いました。 

〇金今定住推進・雇用労働室特命課長 ありがとうございます。手元にデータ的な

のをきちっと押さえているわけではないのですけれども、宮古の場合は、そこ

の地域の人もいますけれども、そうではない地域から来る方もいらっしゃる。 

   金型については、基本的に地元の企業さんから出してもらうパターンが大体

多いのですけれども、そうでない人もたまに何人かいて、そこに就職するので

はなく、最近は県内の別なところの地域に就職された方がいます。宮古に来て、

宮古にそのまま入るのではなくて、岩手県内の内陸のところに就職された例等

もあるので、今おっしゃられたとおり、就職先というのを考えると、地元の子

供が入るのではなくて、県内だけれども、別な地域のところに入ってくるとい

うのもあります。だんだん、そこの地域だけではないところから入ってきて、

そして県内のどこか別なところに就職するという流れが宮古の場合は出てき

ているというのが現状です。 

〇菅原定住推進・雇用労働室労働課長 あと若干補足させていただきますけれども、

今年の在校生につきましては、金型はみんな宮古、山田とか岩泉の方になって

おります。 

〇岡田寛史会長 そのほかございますか。 

   では、田鎖さんお願いします。 

〇田鎖健一委員 私からは、さらなる魅力を上げていただきたい。その中で、いろ
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んな学科があり、いろいろ資格を取れるのも知っていますが、どれも企業に入

って１年目、２年目でも取得出来る資格です。どうせなら１級とか、実務経験

が求められる資格を在学中に取得出来る仕組みに出来ないか？県の力を使っ

て、実務経験と同等レベルの実習を検討して頂きたい。２級だと県知事で１級

になるとたしか大臣だった記憶しています。それだけ価値が違うというところ

があります。ぜひ１級を取らせられる仕組みに出来れば、非常に魅力も出ます

し、企業側も即戦力で且つ教えられる側になるという位置づけでの採用ができ

ますし、付加価値も上がります。ちょっと無理かもしれませんけれども、やっ

てみる価値はあるかなと思いますので、お願いします｡ 

   以上です。 

〇金今定住推進・雇用労働室特命課長 ありがとうございます。なかなか厳しいで

す、やれるかどうかをまずちょっと確認をしていきたい。 

〇飯坂定住推進・雇用労働室主任主査 田鎖委員のおっしゃるように、学校では確

かに２級技能検定が受験資格相当になってくるので、まずはそのレベル感で教

えているのが実態でございます。その上となってきますと１級なのですが、田

鎖委員のおっしゃるとおりに実務経験が必要です。ただ、一定程度の知識とし

て１級ができる知識も教え込みつつやっている部分もあって、技能五輪とかの

全国大会とかにどんどん出していって、全員が出られるわけではないのですけ

れども、そのレベルがあるというのを学校の一つのステイタス、技能、技術の

証になってくるので、先ほど五輪の大会など、そういうのを目指していくのも

一つの事業の取組方かなと思います。引き続き頑張っていきたいと思います。

ありがとうございます。 

〇岡田寛史会長 そのほかいかがですか。ございますか。 

   では、吉田委員お願いします。 

〇吉田ひさ子委員 吉田と申します。私は、介護分野なので、ものづくりといった

ところが分からない部分があるのですけれども、岩手のものづくりといったと

ころに対して強みとか、弱みとか、全体的なところを考えたときに、どのよう

に考えているかと、全体としてどうしていきたいのかというような観点から見

て、中小企業憲章というのもあるのですけれども、県の条例からリンクした形

でどう育成をしていったらいいのか。 

   自動車システムが多いというのは、やっぱり岩手は県南にトヨタ自動車東日

本さんがあるからなのかと思いつつ、岩手を今後どうしたらいいのか、どうい

うものが強くて、どういうところを伸ばしていきたいのかというようなところ、

私は専門外なので分からないのですけれども、そういうところの視点からどう

子供たちを育てていったらいいのかというようなことも考えたら、また見えて

くるのかなと思いました。 

   以上です。 

〇金今定住推進・雇用労働室特命課長 ありがとうございます。ものづくりの人材

育成につきましては、県では、いわてものづくり産業人材育成・確保・定着指

針というのをつくっており、そこの中で、学卒者とかの人たちがそちらに行け

るように小学校とか、中学校とか、高等学校とか、大学とか、そのステージご

とにできるだけものづくり産業に興味を持っていただくような体験のコース

だとか、そういう企画をしながらやっていく流れをとっております。 

   県立職業能力開発施設に在学中に直接技術を身につけていただいて、企業さ

んに就職後は、在職者訓練を活用していただく、その前にものづくりに興味を
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持っていただいて、子供たちが地元にできるだけ定着してもらうという流れを

小中高のほうでやってもらっていて、それの流れの中で、あと実際に技術を持

った学生たちを輩出するために我々の施設があるという形の位置づけでやっ

ているという形になっております。 

〇岡田寛史会長 そのほかいかがでしょうか。よろしいですか。 

 

            〔「なし」の声あり〕 

 

４ そ の 他 

 

〇岡田寛史会長 それでは次に、その他に移りますけれども、委員の皆さんのほう

から何かございますでしょうか。ございませんか。 

 

            〔「なし」の声あり〕 

 

〇岡田寛史会長 それでは、事務局のほうはいかがでしょうか。 

〇飯坂定住推進・雇用労働室主任主査 特にございません。 

   以上でございます。 

〇岡田寛史会長 でありましたら、予定されている議事は以上であります。円滑な

議事進行に御協力いただきましてありがとうございました。 

   それでは、事務局にお返しします。 

〇菅原定住推進・雇用労働室労働課長 岡田会長、ありがとうございました。 

   それでは、ここで高橋商工労働観光部副部長から本日の審議会全般を通じて

の所感をお願いいたします。 

〇高橋商工労働観光部副部長兼商工企画室長 本日は、審議会の御議論いろいろ大

変ありがとうございました。 

   後半のほうは、デジタルリスキングと、それから職業能力開発施設というと

ころで、ちょっとなかなか話しにくいようなテーマではあったのですけれども、

それぞれこれからの取組として非常に大事なところでございます。 

冒頭デジタルリスキングにつきましては、事務局からも説明ありましたとお

り、働いている方のキャリアアップといったところの学び直しという部分もあ

ります。テーマとしては、やはりデジタル化というところで岡田先生からもお

話がありましたけれども、会社のほうでどういったところのデジタル化が必要

なのかというところのお話が出ています。私も実は別な部署ですが経営支援課

のほうでも、やはり中小企業のデジタル化というのは、会社そのもののデジタ

ル化をどうするかといったところを考えた場合に、やはり会社で抱えている課

題は何だろうかとか、何を解決して会社の事業なり、経営を改善していくか、

どこをデジタル化するのかというところにフォーカスするのが、実はポイント、

というのがありました。 

人材育成についても、どのようなテーマで、その人に合ったような学び方だ

とか、どういう方法だとか、時間の問題などお話ありましたけれども、やはり

ニーズに合ったやり方というのが非常に大事だなというふうに考えておりま

す。あと田鎖委員からお話があったとおり、受けるメリットとか、受けたこと

によってどうなのだろうというのは、こういったフィードバックできるような

ものが非常に大事だなというふうに聞いておりました。 
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   それから、職業能力開発施設につきましては、お話もいろいろありましたと

おり、現在の施設が５つあり、人口減の中で入校者数も減ってきているという

状況もございます。先ほど資料でも説明ありましたとおり、県内の産業を見た

場合に自動車、半導体の集積が非常に進んでおりまして、製造品出荷額が県内

全体出荷額の約４割が自動車、半導体の分野で占められております。産業が大

きく変わってきている中で、職業能力開発施設の在り方も、やはり時代に合っ

た流れの中で考える必要があるだろうということで、今まさにワーキングです

とか、委員会のほうでもお話が出ているところでございます。４番のところに

説明があったとおり、我々の認識も同じで、人口減の中でどのような人材をつ

くっていく必要があるのだろうかとか、先ほどＤＸのお話も出ていましたけれ

ども、デジタル、それからＧＸについても、これからの産業の中ではもう取り

組まざるを得ないという状況です。このような状況下で、何十年間取り組んで

きた、例えば専攻する学科だとか、自動車だとか金型、建築あったのですけれ

ども、本当にこれもずっとこのままでいいのだろうかとか、では定員はどうな

のかとか、あと学校の配置の仕方はどうなのか、お話が出ているとおり、その

辺については、やはりいろいろ御意見を頂きながら考えていく中で、非常に大

きな課題ではありますけれども、いずれそこは取り組んでいく必要があります。

徐々に徐々に、やはりたたき台がないとなかなかお話しづらい部分はあると思

うのですけれども、案を示しながら皆さんに御議論いただいていく中身である

と考えております。 

今日は、その入り口段階の課題もあって、皆様の御意見を頂きながら、次の

またワーキングなり、あと検討委員会のほうにまずもって深めていくという流

れになりますので、今後とも委員皆様からも忌憚のない御意見を頂きながら、

我々のほうでもそういった部分を踏まえながら、よりよい案を示しながら、引

き続き、再編についても検討してまいりたいと考えております。 

   本日は、非常に貴重な時間でございまして、まだまだちょっと足りない部分

もあったかもしれませんけれども、引き続き、御議論いただければと思います。

本日はありがとうございました。 

 

５ 閉  会 

 

〇菅原定住推進・雇用労働室労働課長 それでは、これをもちまして本日の審議会

を閉会とさせていただきます。ありがとうございました。 


